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て解析した。走査型電子顕微鏡(Scanning electron microscopy、以下 SEM)とエネルギー分散型 X 線分析装置
(Energy-dispersive X-ray spectroscopy、以下 EDS)を用いて試験片中に存在する介在物の組成を分析した結果、Mo
添加鋼(Fe-18Cr-10Ni-2.3Mo)中の介在物はCrを5at.%程度固溶する(Mn,Cr)Sであり、Moは介在物中には検出され
ず、鋼母相側にのみ存在することを確認した。Mo 添加鋼中の(Mn,Cr)S の溶解挙動およびピット発生挙動を解析
するため、(Mn,Cr)Sを一つだけ含む電極面(約100 µm×100 µm)を作製し、0.1 M NaCl溶液中において動電位アノ




無添加鋼を0.1 M NaCl-0.01 M Na2MoO4溶液中でアノード分極した場合、鋼/(Mn,Cr)S境界部の溝形成は抑制され
なかった。0.1 M NaCl-1 mM Na2S2O3溶液における脱不働態化pHは、Mo添加鋼ではpH 0.9、Mo無添加鋼では
pH 2.0～1.5であった。Mo添加により鋼の脱不働態化pHが低くなるため、鋼/(Mn,Cr)S境界部の鋼の溶解が起こ
りにくくなり、溝の形成が抑制されることを見出した。また、1 M HCl-1 mM Na2S2O3溶液におけるMo添加鋼の










 ステンレス鋼の(Mn,Cr)S 介在物の溶解挙動に及ぼす介在物中 Cr 濃度の影響を解析した。放電プラズマ焼結法




ところ、ステンレス鋼粉末とMnS粉末を混合して焼結した試験片には、Mn: 25～40at.%、Cr: 10～25at.%、S: 50at.%
程度を含むMn リッチな(Mn,Cr)S が存在していた。ステンレス鋼粉末と Cr2S3粉末を混合して焼結した試験片に
は、Mn: 10at.%、Cr: 40at.%、S: 50at.%程度を含むCrリッチな(Mn,Cr)Sが存在していた。人工(Mn,Cr)S介在物を一







Cr 濃度の増加とともに、酸化物層はわずかに厚くなり、Cr が濃化することを明らかにした。Cr による(Mn,Cr)S
の溶解抑制作用は、(Mn,Cr)S表面に形成される酸化皮膜に起因する可能性を見出した。 
(Mn,Cr)S 介在物中の Cr 濃度はステンレス鋼へのMn 添加量によって変化することが知られているが、熱処理
による介在物組成制御を検討することも有益であると考え検討を行った。フェライト系ステンレス鋼 SUS 430L









 CeS 系介在物の電気化学特性と耐孔食性を解析し、硫化物介在物への Ce 添加によるインヒビター効果の発現
と難溶性化について研究した。CeS と MnS のピット発生挙動を比較した場合、鋼/介在物境界部にピットが発生









ステンレス鋼粉末に対して、S 含有量が 0.06mass%になるように CaS 粉末(純度 99.99%)および Ce2S3粉末(純度
99.9%)を混合し、放電プラズマ焼結を行った。作製した試験片中の人工介在物の組成をSEM/EDSで分析すると、
CaSとCeSが複合化した硫化物が生成していた。硫化物の溶解挙動を解析するため、CaSまたはCaS+CeSを含む
微小領域(約100 µm×100 µm)を 0.1 M NaCl溶液に1時間浸漬した。CaSの場合、0.1 M NaClに1時間浸漬すると
大部分が水溶液に溶解するが、CaS に Ceを添加すると残存部が多くなることがわかった。CaS およびCaS+CeS
の耐孔食性を解析するため、0.1 M NaCl 中でアノード分極曲線を測定した結果、Ce添加によりピット発生電位
が高くなることを見出した。 
以上の結果から、介在物にインヒビター作用を有する Ce を内包させることが鋼の耐食性向上に有効であるこ
とと、水溶液に溶解しやすいCaS介在物をCe添加により難溶性化することができることを見出した。 
 
第6章：総括 
 第1章から第5章で得られた結果を総括した。 
 
